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令和３年度 第６回庁議要旨 

 

日時：令和３年６月２９日（火） 

午前９時～午前９時４５分 

会場：防災センター 

 

[審議事項] 

１ 大塚製薬株式会社との包括連携協定の締結について（復興政策部） 

大塚製薬株式会社では、製品の研究開発や健康に関する啓発活動で得られた知見を活かし、「熱

中症対策」「スポーツを通じた健康づくり」「食育」「生活習慣病予防」「防災・災害時支援」等の活

動を積極的に進めており、自治体との協定締結により地域の社会課題の解決に向けた活動に取り組

んでいる。 

この度、大塚製薬株式会社より包括連携協定を締結したいとの申出があり、連携事項や具体的な

取組について関係課と協議を行ってきた。 

大塚製薬株式会社との包括連携協定を締結し、市民の健康増進を図る。 

 

(1) 主な内容 

① 連携事項 

ア ＳＤＧｓの普及啓発に関すること。 

イ 科学的根拠に基づいた熱中症対策に関すること。 

ウ スポーツを通した健康づくりに関すること。 

エ 食育と健康増進に関すること。 

オ 災害対策に関すること。 

カ その他目的を達成するために必要な事業に関すること。 

 

② 協定締結期間 

協定締結の日から１年間（１年ごとに自動更新）とする。 

 

(2) 今後の予定 

  令和３年７月２７日 協定締結式 

 

２ 株式会社ディーエイチシーとの包括連携協定の解約について（復興政策部） 

本市と株式会社ディーエイチシーは、平成３０年６月１８日に地域共生社会の実現に向けた地域

づくりと産業振興を図ることを目的とした包括連携協定を締結した。その後、令和元年１２月に実

施した意見交換会を最後に、連携した取組は進んでいない。 

令和２年１１月、同社公式オンラインショップホームページ上に、会長名で不適切な表現と捉え

られかねない文章が掲載され、その内容が一部報道機関により報じられた。その後、同社からの十

分な説明や報告が無いまま、現在に至っている。 

本市に対して文書による正式な報告が無いこと、また、未だ社としての公式見解を示していない

こと等に鑑み、今後も連携した取組を進めるに当たって、信頼関係の構築が極めて難しいと判断し、
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同社との包括連携協定を解約する。 

 

(1) 主な内容 

株式会社ディーエイチシーとの包括連携協定を解約する。 

 

(2) 今後の予定 

令和３年７月 解約について書面により通知 

８月 協定解約 

 

３ 石巻市空き家情報登録制度「空き家バンク」媒介に関する協定の締結について（建設部） 

全国的な人口減少や既存の住宅、建築物の老朽化等に伴い、居住等の使用がなされていない空家

等が年々増加したことにより、本市においても令和２年４月に「石巻市空家等の適切な管理に関す

る条例」を制定した。令和３年３月には「石巻市空家等対策計画」を策定し、空家等の発生予防や

適正管理等のほか、空家等の利活用方策として、空き家バンクの導入を図ることとしているが、運

営にあたっては建物の売買や賃貸借等の取引が伴い、行政が介入できない部分がある。 

本市と不動産関連団体との間で本協定を締結し、不動産関連団体の会員事業者（以下「会員事業

者」）の協力のもと、空家等の所有者と購入（賃貸借）希望者との取引について、会員事業者が媒

介し、空き家バンクの円滑な運営を図る。 

 

(1) 主な内容 

【協定先】 

公益社団法人宮城県宅地建物取引業協会（仙台市青葉区国分町３丁目４番１８号） 

会長 佐々木 正勝 

公益社団法人全日本不動産協会宮城県本部（仙台市青葉区上杉１丁目４番１号） 

本部長 佐藤 昌市 

【協定の内容】 

市内の空家流通促進と、建物の継続利用による空家の発生予防を図り、市民の良好な住環境

の維持に向け相互に連携・協力する。 

【協定締結期間】 

協定締結の日から３年間（１年ごとに自動更新） 

 

(2) 今後の予定 

 令和３年７月１日 協定締結式 

石巻市空き家バンク実施要綱制定及び空き家バンク開設 

 

[報告事項] 

１ フードドライブ事業の実施について（生活環境部） 

我が国では、生産・製造・販売・消費の各段階において、まだ食べることができる食品が日常的

に廃棄されており、年間約６００万トン（平成３０年度農林水産省推計）発生する「食品ロス」の

うち、約２７６万トンが家庭からのものであるとされている。 

一方で、食料自給率は３７％であり、多くの食料を輸入に依存していること、世界では人口が急
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増し、飢えや栄養不足で苦しんでいる人が多数いることや、廃棄物の処理に多額の費用が生じてい

ることなどを考慮すると、「食品ロス」の削減は重要な課題である。 

本市では、平成２９年４月より「もったいない！食べ残し！３０・１０（さんまるいちまる）運

動」を展開し、「食品ロス」の削減を啓発しているが、今年３月に策定した「石巻市一般廃棄物処

理基本計画＜中間見直し＞」において、賞味期限内でまだ食べられる食品を持ち寄り、フードバン

ク団体などに寄附する「フードドライブの活用」を位置付け施策を展開することとした。 

家庭系ごみの減量化に関する取組の一環として、家庭から生じた過剰食品を提供していただき、

「一般社団法人フードバンクいしのまき」と連携した事業を展開することにより、市民の回収に対

する意識の向上及びごみ総排出量の抑制、石巻市一般廃棄物処理基本計画に掲げる「循環型社会の

実現」に向け、ごみの減量化、資源の有効利用を推進する。 

 

(1) 主な内容 

市民の家庭から生じた過剰食品を提供していただき「フードドライブ」を通じて「食品ロス」の

削減を目指す。 

  回収日は「もったいない！食べ残し！３０・１０（さんまるいちまる）運動」の毎月１０日及び

３０日に併せて実施し、本庁舎３階廃棄物対策課及び各総合支所市民福祉課の窓口で回収する。 

 

 ① 回収日程   

年月 回収日 回収日（フードバンクいしのまき） 

令和３年７月 ９日（金）、３０日（金） 

基本、回収日の翌日及び翌々日。 

回収日が土日祝日にある場合は、

休みが明けた最短の平日。 

※１２月は２８日（火）のみ。 

８月 １０日（火）、３０日（月） 

９月 １０日（金）、３０日（木） 

１０月 ８日（金）、２９日（金） 

１１月 １０日（水）、３０日（火） 

１２月 １０日（金）、２７日（月） 

令和４年１月 ７日（金）、２８日（金） 

２月 １０日（木）、２８日（月） 

３月 １０日（木）、３０日（水） 

 

 ② 回収品目 

ア 未開封のもの 

イ 賞味期限まで１か月以上あるもの 

ウ 常温保存のもの（冷蔵・冷凍品以外） 

エ 製造者または販売者が表示されているもの 

オ 成分またはアレルギー表示のあるもの 

カ 日本語表記があるもの 

これらをすべて充たすもので 穀類（米・麺類・小麦粉など）、調味料（味噌・醤油など）、

保存食品（缶詰など）、インスタント食品、レトルト食品、のり、お茶漬け、ふりかけ、贈答

品（お中元・お歳暮・引出物など）、粉ミルク、離乳食など 

 

 ③ 回収方法 

窓口にて、提供いただく食品を回収品目に適しているか全部確認して受領する。 
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 ※フードドライブ 

賞味期限内でまだ食べられる食品を持ち寄り、フードバンク団体などに寄附をする活動。 

 

(2) 今後の予定 

  令和３年６月下旬 市報７月１日号、ホームページによる周知 

     ７月９日 回収開始 

 

２ 市営海水浴場の開設の中止について（産業部） 

現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、他自治体の海水浴場の多くが開設中止とな

っている。 

このような状況で、本市の海水浴場を開設した場合、市外からの遊泳客を多数誘引することが見

込まれるため、地元の同意を得られない中で「海水浴場等における新型コロナウイルス感染症の感

染拡大防止ガイドライン」に基づく感染防止対策を行いながら、市営海水浴場の運営をすることは

困難である。 

市営海水浴場の開設を中止することにより、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図る。 

 

(1) 主な内容 

【開設中止する市営海水浴場】 

・渡波海水浴場（石巻） 

・荒浜海水浴場（雄勝）※今夏からの開設を見込んでいた 

・白浜海水浴場（北上）※白浜ビーチパークのデイキャンプ場は開設中 

・網地白浜海水浴場（牡鹿） 

・十八成浜海水浴場（牡鹿）※令和３年４月１日十八成浜ビーチパークオープン  

 

【想定される感染防止対策】 

① 消毒を必要とする場所 

    ・シャワー室 → 利用者が利用するごとに、室内、蛇口等の消毒を実施 

    ・トイレ   → 利用者が利用するごとに、手洗い場等の室内全体の換気及び消毒を実施 

② ソーシャルディスタンス → 遊泳客同士の距離を２ｍ、最低１ｍは確保距離対応として

砂浜に一定の間隔で目印を設置 

③ 利用者の把握及び感染予防の流れ 

入口を１か所に統一 → 遊泳客名簿作成 → 検温の実施 

（37.5℃以上は遊泳自粛を要請） 

 

⇒上記対応を行うのは、事実上困難である。 

 

(2) 今後の予定 

 令和３年６月下旬  記者クラブへ投げ込み 

           ホームページに開設中止について掲載 

            市教育委員会に水難事故防止のため、市内小中学校、市内高校に対する周

知を依頼 
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令和３年７月上旬 開設中止の看板等の設置 

 

３ 令和３年度石巻市優良建設工事施工業者表彰について（会計管理者） 

工事の適正な履行を確保するため、施工業者の技術向上が求められている。 

石巻市が発注した建設工事のうち、工事成績が特に優良と認められる建設工事を選定し、これを

施工した業者を表彰することにより、市が発注する建設工事の質の向上を図る。 

 

(1) 主な内容 

表彰対象：令和２年度に完成した１件の請負金額５００万円以上で、工事成績評定した建設工事

（２４０件）のうち、総合点が８０点以上のもの(６５点未満の他工事がないこと) 

優良建設工事：３０件 

被表彰者：３６社（内訳：単独１７社及び１０共同企業体） 

（詳細は別紙資料のとおり） 

 

(2) 今後の予定 

 令和３年７月１２日 石巻市優良建設工事施工業者表彰式 

 

【その他】 

 ・新型コロナウイルスワクチン接種の加速について（市長） 

 ・職員の服装について（市長） 

 ・あいさつの励行について（総務部） 

 ・人事評価制度について（総務部） 

 ・REBORN-ART FESTIVAL 2021-22 について（産業部） 

  

  

 

以上 


